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河村孝照教授退任記念号

婆
沙
論
に
お
け
る
断
惑
説

１
大
毘
婆
沙
鎗
綱
要
の
中

第
一
格
の
意
味
と
用
法

望
二
二
百
コ
［
鳥
目
昌
巨
〔
一
『
・
閂
白
『
二
［
畠
）
『
己
冒
『
声
量
訳
註
（
１
）

ｍ
凰
日
甘
二
閂
冨
目
所
説
の
観
想
図
像
（
『
賃
昌
］
］
葛
冒
）
満
水

良
週
の
浄
土
教

縁
起
と
縁
起
説
〔
上
Ⅵ

最
終
講
義
抜
粋

わ
が
仏
教
学

泄
樹
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ン
セ
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ム
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の
真
理
鵠

ｌ
比
較
哲
学
的
研
究

カ
ピ
ー
ル
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と
そ
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光
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略
歴

大
正
十
三
年
五
月
十
三
日

昭
和
七
年
八
月

昭
和
十
七
年
三
月

昭
和
十
七
年
四
月

昭
和
十
九
年
九
月

可昭
和
二
十
四
年
四
月

昭
和
二
十
七
年
三
月

昭
和
二
十
八
年
四
月

昭
和
三
十
一
年
十
一
月

昭
和
三
十
二
年
四
月

昭
和
四
十
二
年
三
月

昭
和
四
十
二
年
七
川
二
十
流
Ⅱ

河
村
孝
照
博
士
略
歴
・
業
績
目
録

父
河
村
孝
岳
、
趾
ヤ
ス
の
長
男
と
し
て
山
口
県
に
生
れ
る
。
幼
諾
斌
（
あ
き
ら
）
。

慈
眼
院
日
祖
師
の
も
と
で
出
家
。
以
後
、
淡
篤
の
素
読
を
う
け
る
。

愛
知
県
立
竪
橋
中
学
校
（
製
・
時
刊
雌
耐
校
）
卒
業
。

身
延
山
専
門
学
校
入
学
。

同
校
綴
上
げ
卒
業
。

海
氷
予
燗
学
生
と
し
て
土
浦
梅
祁
航
空
隊
入
隊
、
終
戦
に
よ
り
除
隊
。

東
洋
大
学
旧
制
文
学
部
仏
教
学
科
入
学
。

同
卒
業

立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学
。

同
修
士
蝶
程
修
了
、
文
学
修
士
。

東
洋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
漉
入
学
。

同
課
程
修
了
。

文
学
博
士
の
学
位
を
う
け
る
。
（
学
位
組
広
述
式
は
九
月
六
日
）
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昭
和
三
十
三
年
七
月

昭
和
三
十
七
年
四
月

昭
和
四
十
三
年
四
月

同昭
和
六
十
三
年
四
月

平
成
四
年
四
月

平
成
六
年
三
月

平
成
七
年
三
月

一一一一－－一

℃､、、、、、錨
輝
大
蔵
経
索
引
第
十
四
巻
腿
曇
部
上
編
染
主
任
昭
和
四
十
三
年
三
月
大
蔵
経
学
術
用
語
研
究
会

阿
毘
達
磨
概
説
単
著
昭
和
四
十
七
年
七
月
大
官
一
堂
出
版
部

阿
腿
達
磨
論
諜
の
資
料
的
研
究
（
学
位
論
文
）
昭
和
四
十
九
年
三
月
日
本
学
術
振
興
会

有
部
の
仏
陀
論
単
蒜
昭
和
五
十
年
四
月
山
醤
房

法
轆
継
銃
猟
瀞
鍵
の
研
究
編
辨
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
図
神
刊
行
会

明
治
・
大
正
・
昭
和
間
迦
門
下
人
輯
辞
典
細
梨
監
修
昭
和
五
十
三
年
六
川
図
押
刊
行
会

珊
座
・
大
乗
仏
教
６
如
来
蔵
思
想
共
群
昭
和
五
十
七
年
五
凡
が
秋
社

職
歴

薯
笹

来
洋
大
学
附
慨
東
洋
学
研
究
所
助
手
。

同
研
究
所
研
究
ｎ
と
な
る
。

同
研
究
所
研
究
所
風
と
な
る
。

文
学
部
非
常
勤
識
師
と
な
る
。
（
昭
和
六
十
三
年
一
一
一
月
ま
で
）

文
学
部
教
授
と
な
る
。

東
洋
学
研
究
所
長
と
な
る
。

同
所
長
任
期
満
了
。

定
年
に
よ
り
東
洋
大
学
を
退
職
。
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一一一一￣￣一一--￣￣￣

、、、、､、､、､、､､、

一一￣

､､、

日
什
教
学
研
究
序
説
績
著
昭
和
五
十
七
年
十
月
平
楽
寺
書
店

日
蓮
上
人
大
事
典
共
繕
零
昭
和
五
十
八
年
四
月
図
書
刊
行
会

法
華
経
概
説
単
藩
昭
和
六
十
二
年
五
月
国
書
刊
行
会

巾
文
法
華
経
概
説
単
薯
平
成
元
年
一
月
新
文
堂

新
築
大
日
本
統
蔵
経
目
録
部
藩
編
平
成
元
年
八
月
国
杏
刊
行
会

新
築
大
日
本
統
蔵
経
索
引
部
縞
薪
平
成
元
年
八
月
図
書
刊
行
会

天
台
学
辞
典
単
著
平
成
二
年
五
月
国
脊
刊
行
会

牧
煙
文
献
目
録
ス
タ
イ
ン
・
ペ
リ
オ
蒐
染
（
漢
文
文
献
編
）
共
縞
平
成
三
年
四
月
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

牧
煙
文
献
目
録
ス
タ
イ
ン
・
ペ
リ
オ
蒐
梨
（
漢
文
文
献
編
索
引
）
上
共
編
軒
平
成
四
年
三
月
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

新
国
訳
大
蔵
軽
文
殊
綴
典
部
２
共
著
平
成
五
年
五
凡
大
蔵
出
版

新
纂
大
日
本
続
蔵
経
全
八
十
八
巻
縄
染
主
任
昭
和
滋
十
年
Ｉ
昭
和
六
十
三
年
旧
神
刊
行
会

統蔵解題咽－峰叩若昭和五十八年平－成四年三月日独出版
側
択
一
切
経
腿
曇
部
二
十
近
、
二
十
六
、
一
一
十
六
の
下
、
校
訂
Ⅲ
版
昭
和
五
十
一
年
九
月
大
東
出
版
社

学
術
鰭
文
（
但
し
平
成
元
年
以
降
）

阿
児
述
鵬
大
腿
裟
沙
識
綱
要
（
Ｖ
１
Ｉ
Ｖ
６
）
平
成
元
年
二
Ｎ
来
洋
大
学
大
学
院
紀
要
第
二
十
五
染

盗
沙
諭
に
説
か
れ
た
縁
起
論
平
成
元
年
三
月
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
紀
要
『
東
洋
学
研
究
』
第
二
十
三
号

『
法
碓
錆
紀
』
に
関
す
る
一
考
察
平
成
元
年
三
月
立
正
大
学
『
法
雅
文
化
研
究
』
第
十
五
号
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も､、､、､､

￣￣￣￣￣￣-－￣￣

、、、､、、、、、、

『
法
華
讃
記
』
に
見
え
る
仏
身
論
平
成
元
年
十
月
天
台
寺
門
宗
智
征
大
師
壱
千
年
御
遠
忌
記
念
出
版
『
智
証
大
師
研
究
』

何
足
逮
磨
大
尾
婆
沙
讃
綱
要
（
Ｖ
９
）
平
成
二
年
三
月
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
紀
要
『
東
洋
学
研
究
』
第
二
十
四
号

阿
毘
達
磨
大
尾
婆
沙
證
綱
要
（
仏
教
呼
吸
法
、
ｖ
恥
－
Ｖ
躯
）
平
成
一
一
年
二
月
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
第
二
十
六
梨

阿
毘
達
磨
大
尾
婆
沙
諸
綱
要
（
ｖ
９
ｌ
ｖ
⑫
）
平
成
三
年
二
月
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
第
二
十
七
染

統
蔵
経
所
収
序
践
著
者
人
名
索
引
平
成
三
年
六
月
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
『
東
洋
学
研
究
』
第
二
十
六
号

阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
講
網
要
（
ｖ
週
－
Ｖ
ｕ
）
平
成
四
年
三
月
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
『
東
洋
学
研
究
』
第
二
十
七
号

金
剛
般
若
経
の
経
典
崇
拝
と
法
華
経
の
経
典
崇
拝
平
成
四
年
三
月
真
野
甜
海
博
士
頌
寿
記
念
論
文
梨
『
般
若
波
羅
竃
多
思
想
誼

染
』
山
喜
房

思
益
梵
天
所
間
経
に
つ
い
て
－
方
等
部
経
典
の
一
斑
－
平
成
四
年
三
月
立
正
大
学
日
辿
教
学
研
究
所
紀
要

い
の
ち
に
つ
い
て
－
浬
梁
経
を
中
心
に
－
平
成
四
年
十
二
月
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
一
巻
第
一
号

曇
駅
資
料
の
整
理
に
つ
い
て
平
成
五
年
三
月
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
『
東
洋
学
論
叢
』
第
四
十
六
染

阿
昆
述
磨
を
通
し
て
み
た
仏
教
の
国
土
観
平
成
五
年
五
月
日
本
仏
教
学
会
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
五
十
八
号

中
国
明
代
に
お
け
る
法
華
受
容
の
諸
相
平
成
五
年
十
月
田
賀
加
彦
編
『
法
華
経
の
受
容
と
展
側
』
平
楽
寺
縛
店

阿
昆
述
歴
大
皿
婆
沙
鎗
網
要
（
ｖ
Ｍ
ｌ
ｖ
四
）
平
成
六
年
二
月
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
十
災

「
浬
繋
と
光
明
」
に
つ
い
て
平
成
六
年
三
月
日
本
宗
教
学
会
『
宗
教
研
究
』
箙
六
十
七
巻
第
四
号

宗
密
『
原
人
萱
』
と
店
代
の
宗
教
文
化
平
成
六
年
三
月
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
紀
要
『
東
洋
学
研
究
』
第
三
十
一
号

阿
昆
述
磨
大
毘
婆
沙
論
綱
要
（
Ｖ
四
１
Ｖ
醜
）
平
成
七
年
二
月
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
十
一
梨

阿
毘
逮
畷
大
昆
婆
沙
鎧
綱
要
（
Ｖ
巫
断
惑
綱
）
平
成
七
年
三
月
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
『
東
洋
学
鏑
迩
』
第
四
十
八
染

６



研
究
室
報
告

Ⅲ
本
年
度
の
木
学
役
職
は
、
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
菅
沼
晃
教
授

が
平
成
六
年
九
月
十
日
を
も
っ
て
三
年
に
わ
た
る
学
長
轍
を
無
叩
満

了
さ
れ
た
。
漁
衆
司
教
授
が
平
成
六
年
十
一
月
二
十
六
日
を
も
っ

て
三
年
に
わ
た
る
理
那
を
任
期
満
了
さ
れ
、
評
鏑
貝
に
再
任
さ
れ

た
。
大
学
院
文
学
研
究
科
委
且
長
は
田
村
兄
祐
教
授
が
本
年
庇
も
担

当
さ
れ
た
。
河
村
孝
照
敬
授
は
平
成
六
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
東
洋

学
研
究
所
長
職
を
任
期
満
了
さ
れ
た
。

②
．
平
成
六
年
五
月
八
日
、
本
年
度
も
新
入
生
を
歓
迎
し
て
、
ゼ
ミ
迎

絡
会
護
の
活
囲
に
よ
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
盛
大
に
催
す
こ
と
が

で
き
た
。
学
科
教
風
に
加
え
て
教
務
一
那
轍
風
の
方
々
の
参
加
も
側

ら
れ
楽
し
い
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

③
平
成
七
年
一
月
十
九
日
、
河
村
孝
照
教
授
が
本
年
度
末
を
も
っ
て

定
年
に
よ
り
木
学
を
去
ら
れ
る
に
際
し
、
先
生
の
股
終
鋼
義
を
側
他

し
た
。
仏
教
学
科
時
代
の
出
身
者
で
仏
教
界
や
学
会
で
活
別
し
て
お

ら
れ
る
校
友
の
方
々
、
本
学
他
学
部
他
学
科
の
先
生
方
お
よ
び
大
学

院
生
と
学
部
生
多
数
の
聡
識
者
を
得
て
、
五
限
目
の
授
業
時
川
を
利

用
し
た
股
終
蜘
幾
は
盛
会
で
あ
っ
た
。
引
き
続
い
て
会
墹
を
而
水
会

館
に
移
し
、
河
村
先
生
を
囲
ん
で
懇
親
会
を
設
け
た
。

仰
白
山
新
研
究
棟
が
平
成
六
年
十
二
月
に
完
成
し
た
の
に
伴
い
、
大

学
院
生
・
学
部
生
の
協
力
を
郷
て
現
研
究
室
の
引
越
を
平
成
七
年
二

菅
沼
晃

八
著
瞥
ｖ

ｊ

『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
避
礎
上
」
平
河
川
版
平
成
六
年
八
月

Ｅ

八
諭
文
ｖ

「
仏
陀
が
説
い
た
こ
と
ば
」
「
大
法
償
』
平
成
七
年
二
月
号

「
向
下
門
の
哲
学
Ｉ
百
姓
的
学
者
、
井
上
円
了
の
思
想
」
「
宝
蔽
』
第
六

号
平
成
七
月
一
月

「
第
一
橘
の
窓
味
と
用
法
－
望
注
冨
ミ
ョ
雪
菖
葺
詮
員
』
奇
昔
寿
急
菖
雪
『
・

自
冒
の
訳
注
Ⅲ
」
「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
四
八
染
平
成
七

年
三
月

平
成
六
年
度
業
績

月
二
十
日
に
完
了
し
た
。

⑤
演
習
ゼ
ミ
が
本
年
皮
で
四
年
を
経
た
が
、
卒
鏑
提
出
者
が
Ｉ
部
で

六
十
四
名
、
Ⅱ
部
で
四
十
四
名
で
あ
っ
た
。

⑥
本
年
度
の
朝
霞
校
舎
で
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
大

学
院
後
期
課
程
の
垣
瀞
端
浩
君
が
担
当
し
た
。

ｎ
本
年
匹
の
優
秀
翁
文
に
対
す
る
褒
覚
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
田

村
芳
朗
奨
学
基
金
受
賞
者
ｌ
赤
羽
徳
彦
、
石
井
あ
さ
ぎ
く
Ｉ
部
）

伴
恵
理
子
（
Ⅱ
部
）
。
肋
学
奨
学
基
金
受
賞
者
ｌ
河
原
聡
美
（
Ｉ
部
〉

明
石
野
絵
（
Ⅱ
部
）
。
校
友
会
学
生
研
究
奨
励
基
金
受
賞
者
ｌ
佐
竹

紀
子
（
Ⅱ
部
）
瑚
田
智
士
（
Ⅱ
部
）
中
根
洋
雅
（
大
学
院
）
。
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森
章
司

八
蒋
響
ｖ

「
原
始
仏
教
か
ら
阿
肥
迩
磨
へ
の
仏
教
教
理
研
究
』
Ⅸ
京
堂
出
版
平
成

七
年
三
月

八
論
文
Ｖ

「
仏
教
の
聖
典
観
」
「
東
京
ポ
ナ
ベ
ン
ト
ゥ
ラ
研
究
所
紀
要
」
一
九
九
四

年
号

田
村
晃
祐

八
論
文
Ｖ

壜
目
⑥
Ｆ
の
恩
旦
。
（
三
巴
】
⑦
園
一
国
巨
巨
宣
娘
日
葛
。
。
三
ミ
ミ
ご
ミ
ニ
句

ミ
ミ
目
・
恵
圓
溥
》
§
島
へ
ご
蔓
・
Ｚ
・
・
急
６
２
．
』
忠
一
・

「
伝
教
大
師
の
思
想
と
日
本
仏
教
」
「
大
法
鏑
』
平
成
七
年
二
月
号
、
三

月
号

「
股
澄
研
究
の
潴
問
題
」
「
仏
教
》
室
三
五
号
一
九
九
五
年
三
月

「
良
遍
の
浄
土
教
」
「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
四
八
某
平
成
七
年

三
月

八
研
究
発
表
ｖ

「
股
澄
研
究
の
助
阿
」
仏
教
思
想
学
会
平
成
六
年
六
月
四
日

「
最
澄
の
思
想
と
鉱
倉
仏
教
」
北
海
道
印
皮
哲
学
仏
教
学
会
平
成
六

年
六
月
二
五
日

八
鯛
波
等
ｖ
省
略

里
適
麹
雄

八
著
瞥
ｖ

「
生
死
一
如
」
東
京
本
馴
寺
凹
版
部
平
成
六
年
十
月

『
臨
済
録
１
禅
の
神
髄
Ｉ
』
日
本
放
送
出
版
蝿
会
平
成
七
年
三
月

八
論
文
ｖ

「
典
如
製
王
波
天
に
見
る
光
と
影
」
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
嬰
』
第
四
八

梨
平
成
七
年
三
月

八
そ
の
他
ｖ

「
楽
土
の
問
題
」
東
京
本
願
寺
夏
期
鋼
座
平
成
六
年
七
月

「
柳
の
茶
掛
」
み
さ
き
苑
文
化
サ
ロ
ン
平
成
六
年
十
月

「
継
起
と
糠
起
鋭
〔
上
】
『
来
洋
大
学
文
学
部
紀
婆
」
箙
四
八
梨
平
成

七
年
三
月

八
研
究
発
淡
Ｖ

「
近
世
の
其
宗
宗
学
概
観
」
大
倉
輔
神
文
化
研
究
所
研
究
例
会
平
成

六
年
五
月
一
四
日
於
大
倉
輔
神
文
化
研
究
所

「
如
突
知
見
と
解
脱
知
見
」
比
較
思
想
学
会
卯
二
一
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
『
現
代
に
お
け
る
智
の
射
程
』
平
成
六
年
六
月
一
一
日
於

早
稲
田
大
学

「
縁
起
と
縁
起
説
」
東
洋
学
研
究
例
会
平
成
六
年
一
○
月
一
五
日

於
東
洋
大
学

「
仏
教
の
無
我
」
日
本
俄
枯
心
理
学
会
公
朋
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
洋
の

無
我
と
西
洋
の
自
我
』
平
成
六
年
二
月
一
二
日
於
東
洋
大
学
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八
鑓
文
Ｖ

荊
水
乞

八
箸
番
ｖ

弓
胃
句
言
胃
冒
冒
．
、
冒
團
ミ
ミ
雪
ミ
ミ
ロ
再
三
員
冒
鴇
弓
§
貝
言

」
里
§
§
『
雷
『
。
、
胃
ミ
ミ
和
寓
冒
『
皇
「
』
』
』
ミ
ミ
ロ
ミ
§
冒
弓
ご
『

ロ
ミ
句
亘
｝
２
⑭
（
『
『
蝕
回
、
｜
罠
の
旦
己
竜
再
・
三
・
○
冑
ご
佗
一
）
・
笥
弓
伝
、
田
昌
『
の

『
。
『
両
卸
呂
尹
竪
凹
二
○
巳
冨
『
臼
一
ｍ
冒
昌
厨
『
。
『
ご
曰
⑥
ｍ
ｎ
ｏ
→
弓
宮
の
弓
◎
堂
Ｃ

因
巨
己
云
ｃ
勺
一
四
℃
課

笠
井
貞

八
論
文
Ｖ

「
ｚ
筒
凹
『
］
５
回
目
二
ｍ
己
罫
◎
圏
：
『
『
Ｅ
］
｝
－
』
切
目
昌
一
。
。
◎
自
己
’

色
『
昌
一
く
あ
勺
三
一
◎
ぬ
：
｝
こ
１
」
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
三
巻
第

二
号
平
成
七
年
三
月

「
迅
元
禅
師
と
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
『
心
』
に
つ
い
て
」
「
宗
学
研

究
』
第
三
七
号
駒
沢
大
学
宗
学
研
究
所
平
成
七
年
三
月

「
甜
樹
と
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
真
理
篭
Ｉ
比
絞
哲
学
研
究
ｌ
」
『
東
洋
大
学

文
学
部
紀
要
」
第
四
八
染
平
成
七
年
三
月

「
【
将
ョ
昊
囲
『
息
、
爵
恩
ョ
壁
画
の
写
本
」
「
来
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
謂
水
乞

節
四
七
染
平
成
六
年
三
月

イ
ン
ド
哲
学
演
習
１
朝
価

「
内
な
る
自
然
」
東
京
真
宗
大
学
銅
座
平
成
六
年
一
一
月

「
夢
中
問
答
架
を
雛
む
」
八
王
子
市
姻
人
セ
ン
タ
ー
平
成
七
年
二
月

平
成
六
年
度
ゼ
ミ
活
動
報
告

橘
本
泰
元

八
請
文
Ｖ

「
カ
ピ
ー
ル
の
原
典
に
見
る
カ
ー
ス
ト
批
判
」
『
護
書
カ
ー
ス
制
度
と
被

差
別
民
第
一
巻
歴
史
・
思
想
Ｃ
榊
造
』
明
石
森
店
一
九
九
四

年
一
○
月

「
カ
ピ
ー
ル
の
伝
記
と
そ
の
意
味
」
「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
八

梨
平
成
七
年
三
月

八
研
究
発
淡
Ｖ

「
中
世
北
イ
ン
ド
に
お
け
る
民
衆
思
想
Ｉ
カ
ビ
ー
ル
の
場
合
」
東
洋
学

研
究
所
研
究
例
会
平
成
六
年
五
月
七
日
於
束
洋
大
学

八
そ
の
他
Ｖ

「
耐
ア
ジ
ア
中
世
二
九
九
三
年
の
歴
史
学
会
－
回
頤
と
展
望
ｌ
）
」

「
史
繁
雑
誌
」
節
一
○
三
網
節
五
号
平
成
六
年
五
月

「
ク
ロ
ニ
ッ
ク
世
界
全
史
』
醐
淡
社
一
九
九
四
年
二
月
（
分
担
執

箙
）

「
初
期
ラ
ー
ガ
・
デ
ィ
ャ
ー
ナ
に
つ
い
て
」
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
と

文
化
』
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
平
成
六
年
三
月
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川
テ
ー
マ
「
宗
教
倣
礼
と
芸
術
」

川
メ
ン
バ
ー
鈴
木
大
輔
（
枠
耶
）
他
二
年
生
一
四
名
、
三
年
生
一

名
、
四
年
生
一
名
。

③
テ
キ
ス
ト
前
期
「
シ
ュ
リ
ー
プ
ラ
シ
ニ
ナ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
三

十
四
索
、
後
期
「
サ
ン
ギ
ー
ト
ー
プ
パ
ニ
ー
シ
ャ
ッ
ト
・
サ
ー
ロ
ー
ダ

ー
ラ
」
三
乖

川
活
動
報
告

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
譜
テ
キ
ス
ト
の
輪
謎
を
中
心
と
し
た
。
前
期
テ

キ
ス
ト
の
内
容
（
歌
舞
供
養
）
を
受
け
て
、
後
期
の
テ
キ
ス
ト
に
移

っ
た
が
、
両
テ
キ
ス
ト
共
に
、
記
述
は
格
一
的
で
、
数
冊
を
銃
め

ぱ
、
後
は
、
各
自
が
目
刊
す
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
で
あ
る
故
、
文

法
、
択
鵬
、
特
に
術
諦
の
靭
仰
に
Ⅸ
点
を
趣
い
た
。
毎
時
Ⅲ
、
自
主

的
に
発
表
し
た
が
、
発
変
者
が
限
定
さ
れ
て
、
全
体
と
し
て
低
醐
で

あ
っ
た
。
発
表
者
は
Ｔ
Ａ
壇
沢
溌
の
指
導
を
え
て
、
実
に
熱
心
で
あ

っ
た
。

イ
ン
ド
哲
学
演
習
１
白
山
１
．
Ⅱ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
イ
ン
ド
美
学
と
芸
術
」

②
思
想
メ
ン
バ
ー
Ｉ
部
野
中
桃
子
〈
幹
耶
）
他
三
年
生
九
名
（
内

一
名
是
欠
）
、
四
年
生
四
名
（
内
二
名
長
欠
）
。
Ⅱ
部
加
藤
千
晶
（
幹

耶
）
他
三
年
生
五
名
、
二
年
生
八
名
（
内
一
名
長
欠
『
四
年
生
七
名

（
内
一
名
長
欠
）
。

③
活
動
報
告

木
ゼ
ミ
の
目
的
は
、
一
つ
に
は
、
股
近
わ
が
燭
に
多
く
紹
介
さ
れ

菅
沼
晃

イ
ン
ド
哲
学
波
習
２
白
山
Ⅱ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
イ
ン
ド
思
想
の
人
Ⅲ
醜
」

る
よ
う
に
な
っ
た
イ
ン
ド
の
粥
芸
術
（
絵
画
、
彫
刻
、
音
楽
、
舞
蹄
）

に
対
す
る
鑑
賞
理
論
を
パ
ラ
タ
の
ラ
サ
論
（
災
的
体
験
論
）
に
求
め
、

イ
ン
ド
芸
術
に
関
す
る
普
通
的
理
念
を
理
解
す
る
こ
と
、
い
ま
一
つ

は
理
箔
を
難
れ
て
、
自
主
的
に
好
み
の
芸
術
を
味
う
こ
と
に
あ
る
。

雑
木
的
に
は
昨
年
皮
と
同
じ
で
あ
る
が
、
本
年
皮
は
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
の
テ
キ
ス
ト
を
醜
む
希
望
が
強
か
っ
た
の
で
、
パ
ラ
タ
『
ナ

ー
テ
ィ
ヤ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
』
六
瀬
（
ラ
サ
の
求
）
を
テ
キ
ス
ト
に

し
た
。
上
村
勝
彦
沢
と
テ
キ
ス
ト
を
全
員
に
配
布
し
、
日
本
語
訳
に

よ
っ
て
、
全
体
を
読
ん
だ
上
で
、
一
隅
毎
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
譜

テ
キ
ス
ト
を
分
担
発
衷
す
る
こ
と
に
し
た
。

前
期
は
禰
水
が
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
て
、
ラ
サ
崎
を
概
説
し
、
後
期

に
テ
キ
ス
ト
の
輪
洸
を
し
た
。
四
年
生
対
醜
の
卒
崎
発
汲
は
Ｉ
部
は

該
当
者
一
名
、
Ⅱ
部
は
七
名
（
内
二
名
は
波
習
皿
位
漣
定
済
）
で
あ

っ
た
の
で
、
テ
キ
ス
ト
の
箇
読
と
平
行
し
て
行
っ
た
。
卒
鐙
発
表

は
、
進
行
状
態
が
一
定
せ
ず
、
制
作
過
程
に
応
じ
て
発
表
し
た
が
、

反
っ
て
、
こ
れ
は
よ
か
っ
た
。

次
鯏
に
恒
例
化
し
て
来
た
Ⅱ
部
。
Ⅱ
部
合
同
の
研
究
会
を
七
月
一

九
・
二
○
脚
の
両
日
、
図
緋
蚊
で
行
っ
た
が
、
本
年
度
は
七
名
の
参

加
に
終
っ
た
。
再
考
の
時
期
に
来
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
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②
メ
ン
バ
ー
大
成
友
果
（
幹
珈
）
、
石
井
あ
さ
ぎ
（
記
録
係
）
、
四
年

生
一
四
名
、
三
年
生
一
○
名
、
特
別
参
加
大
学
院
生
二
名

③
活
動
報
告

こ
の
ゼ
ミ
の
目
的
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法

を
イ
ン
ド
の
伝
統
に
従
っ
て
学
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
目
は
イ
ン
ド

の
原
典
を
使
っ
て
、
イ
ン
ド
思
想
の
中
で
人
間
が
ど
の
よ
う
に
捉
え

ら
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

鉱
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
癖
か
れ
て
い
る
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
入
門
密
留
日
⑩
六
『
国
‐
で
国
ご
腺
】
颪
を
鋼
銃
し
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
的
文
法
観
念
に
よ
ら
な
い
イ
ン
ド
独
自
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
を
学
習
し
た
。
本
年
度
で
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
醜
了
し
た
の
で
、
翻

訳
を
残
す
予
定
で
あ
る
。

第
二
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
の
人
間
観
を
総
合
的
に
捉

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
を
も
つ
テ
ー
マ
に
従
っ

て
全
体
を
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
大

学
院
生
に
チ
ニ
ー
タ
ー
と
し
て
入
っ
て
も
ら
い
、
各
グ
ル
ー
プ
が
文

法
発
表
二
回
、
思
想
研
究
の
発
表
三
回
を
行
っ
た
。

Ａ
班
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
班
、
六
名
、
院
生
三
名
。
「
マ
イ
ト
リ
・

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
お
け
る
我
に
つ
い
て
」
二
イ
ト
リ
・
ウ
パ

ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
お
け
る
三
つ
の
我
の
関
係
」
な
ど
。

Ｂ
班
忽
耶
詩
班
。
九
名
、
院
生
二
名
。
「
イ
ン
ド
人
の
人
生
観
Ｉ

人
生
の
目
的
」
「
な
ぜ
臼
１
．
国
『
恩
の
各
々
が
必
要
な
の
か
」

Ｃ
班
仏
教
班
、
四
名
、
院
生
二
名
。
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
無

森
章
司

イ
ン
ド
哲
学
演
習
３
白
山
Ｉ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
戒
釦
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
松
本
美
秘
（
幹
駆
、
四
年
）
他
八
名
。

③
活
動
報
告

今
年
度
の
年
Ⅲ
研
究
テ
ー
マ
は
昨
年
皮
に
引
き
総
き
、
「
戒
波
瓢

斑
の
研
究
ｌ
仏
教
に
お
け
る
修
行
辺
と
し
て
の
戒
の
位
艇
付
け
」
で

あ
っ
た
。
大
正
新
怖
大
蔵
経
の
印
度
擬
述
部
の
す
べ
て
を
対
象
と
し

て
、
そ
の
索
引
に
よ
っ
て
戒
。
戒
波
瓢
蜜
・
六
波
細
磁
・
戒
学
・
三

学
。
五
分
法
身
な
ど
の
用
例
を
す
べ
て
拾
い
出
し
、
ま
た
各
経
論
の

組
織
の
中
で
戒
波
羅
蜜
な
ど
が
ど
の
よ
う
な
位
通
付
け
を
さ
れ
て
い

る
か
を
調
五
し
、
資
料
梨
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

年
度
初
め
は
新
人
ゼ
ミ
員
の
た
め
に
、
森
が
戒
抑
に
つ
い
て
慨
税

し
、
右
妃
の
作
業
に
入
っ
た
。

我
・
肯
定
さ
れ
る
自
己
と
否
定
さ
れ
る
自
己
」
な
ど
。

Ｄ
班
仏
教
班
、
五
名
、
院
生
四
名
。
「
仏
教
で
否
定
さ
れ
る
我
－

牧
子
部
の
プ
ト
ガ
ラ
説
１
」
な
ど
。

ゼ
ミ
合
撒
平
成
六
年
九
月
二
－
四
日
、
稲
取
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
。
ゼ
ミ
生
、
大
学
院
生
、
イ
ン
ド
凪
想
研
究
会
合
同
合
宿
。
ゼ
ミ

卒
業
生
も
参
加
し
合
計
約
五
十
名
が
参
加
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学

習
、
卒
蹟
、
修
士
購
文
、
博
士
後
期
郷
程
在
学
者
は
年
川
テ
ー
マ
の

中
川
発
衷
。
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今
年
度
は
、
昨
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た
「
般
若
部
」
「
雄
厳
部
」

「
混
繋
部
」
「
大
典
部
」
「
経
典
部
」
「
釈
纏
諭
部
」
「
中
肌
部
」
「
諭
災

部
」
の
作
業
を
行
っ
た
。
ま
ず
索
引
に
よ
り
、
該
当
語
句
が
含
ま
れ

る
簡
所
を
コ
ピ
ー
し
て
、
こ
れ
を
も
つ
文
献
（
経
猫
）
の
内
奪
概
酪

と
、
そ
の
訓
読
、
用
例
の
特
徴
を
摘
記
し
、
検
討
を
し
た
。
学
生
桁

沿
に
洩
文
の
仏
典
を
鋭
み
こ
な
す
力
が
鮒
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、

ど
の
用
例
も
あ
り
き
た
り
で
、
期
待
し
た
ほ
ど
の
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
ー

が
な
か
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
こ
の
作
業
は
難
行
苦
行
と
な
っ
た
よ

う
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
残
念
な
が
ら
充
分
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
資
料
災
を
作
る
と
い
う
こ
と
が
目
標
と
な
っ
て

い
た
の
で
、
学
生
譜
君
が
梨
め
て
く
れ
た
資
料
を
も
と
に
、
森
が
こ

れ
を
ま
と
め
る
と
い
う
術
題
を
郷
せ
ら
れ
た
。

ま
た
後
期
は
、
夏
休
み
の
課
題
で
あ
っ
た
「
自
由
研
究
」
の
発
表

と
、
卒
業
趙
文
の
中
川
発
汲
に
相
当
の
時
Ⅲ
数
を
使
っ
た
。

来
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
イ
ン
ド
法
と
仏
教
法
の
比
較
研
究
」
で
あ

っ
て
、
例
え
ば
殺
人
罪
や
盗
卵
な
ど
に
つ
い
て
、
「
マ
ス
法
典
」
や

「
ヤ
ー
ジ
ョ
ー
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ャ
法
典
」
な
ど
イ
ン
ド
法
典
の
規
定
と
、

パ
ー
リ
律
な
ど
仏
教
の
休
戦
の
規
定
を
比
較
対
照
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
と
仏
教
の
法
理
念
や
卯
観
念
・
蹟
罪
の
仕
方
、
あ
る
い
は
社
会
制

度
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
を
研
究
す
る
。

イ
ン
ド
哲
学
演
習
４
白
山
Ⅱ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
戒
靴
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
伊
蘓
修
二
（
幹
邸
、
四
年
）
、
福
家
昌
浩
（
副
幹
事
、

三
年
）
他
一
七
名
。

③
活
動
報
告

今
年
度
の
年
間
研
究
テ
ー
マ
は
「
日
一
目
◎
冨
冨
の
研
究
」
で
あ

っ
た
。
「
経
分
別
」
の
節
二
波
雑
災
を
取
り
上
げ
、
こ
の
条
文
が
作

ら
れ
る
因
縁
や
判
例
な
ど
を
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
自
由

に
検
対
し
た
。

年
度
初
め
は
新
人
ゼ
ミ
員
の
た
め
に
、
森
が
戒
律
に
つ
い
て
概
説

し
、
右
妃
研
究
に
入
っ
た
。

律
蔵
の
成
立
過
程
や
原
始
仏
教
教
団
の
棟
態
を
は
じ
め
と
し
て
、

抑
蔵
の
汁
餓
に
あ
る
古
代
の
印
庇
社
会
や
、
抑
蔵
の
法
理
念
な
ど
に

も
関
心
の
範
囲
が
広
ま
り
、
ま
た
律
蔵
や
マ
ヌ
の
法
典
ま
で
調
査
す

る
な
ど
研
究
方
法
も
本
格
的
と
な
っ
て
、
レ
ベ
ル
の
商
い
発
汲
が
多

か
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
成
果
は
、
「
森
ゼ
ミ
紀
要
」
第
四
号
に
収

録
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
後
期
は
、
夏
休
み
の
課
題
で
あ
っ
た
「
自
由
研
究
」
の
発
表

と
、
卒
業
蜘
文
の
中
川
発
避
に
相
当
の
時
川
数
を
使
っ
た
。
こ
こ
で

も
意
欲
的
な
研
究
が
披
瀝
さ
れ
、
ゼ
ミ
の
質
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ

と
が
確
遡
さ
れ
た
。

来
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
大
乗
戒
経
の
研
究
」
で
あ
っ
て
、
「
菩
薩

内
戒
経
」
「
職
伽
趙
」
「
優
婆
譜
戒
繩
」
「
梵
綱
雛
」
な
ど
を
テ
キ
ス

ト
に
し
て
、
大
乗
仏
教
の
教
団
通
営
護
、
出
家
者
と
在
家
者
の
生
活

倫
理
、
受
戒
級
式
、
社
会
観
、
卵
と
喧
卯
皿
、
大
乗
鰍
と
の
比
較
な

ど
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
研
究
す
る
。
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里
道
徳
雄

仏
教
学
演
習
１
白
山
１
．
Ⅱ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
ａ
『
大
末
佃
史
略
』
の
研
究

ｈ
中
国
仏
教
、
禅
思
想
研
究

②
メ
ン
バ
ー
Ⅱ
部
勝
野
秀
敏
（
幹
珈
）
他
三
年
生
一
○
名
、
四

年
生
七
名
。
Ⅱ
部
佐
藤
瓦
城
（
幹
耶
）
他
二
年
生
七
名
、
三
年
生

三
名
、
四
年
生
六
鴇
。

③
活
動
報
告

年
度
初
か
ら
③
『
大
宋
佃
史
略
』
を
一
人
二
薊
平
均
ず
つ
担
当
し

研
究
報
告
を
亜
ね
て
来
た
が
、
後
期
か
ら
⑪
は
、
学
生
の
研
究
課
題

に
添
っ
て
研
究
発
表
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
行
っ
た
。
規

則
と
し
て
は
、
毎
週
担
当
者
が
研
究
発
汲
を
行
い
、
毎
月
末
節
四
授

業
日
に
は
、
そ
の
月
の
「
研
究
報
告
レ
ジ
メ
」
を
必
ず
拠
出
す
る
輔

々
を
原
則
的
に
決
め
て
あ
る
。

田
村
晃
祐

仏
教
学
波
習
２
白
山
１
．
Ⅱ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
鉱
企
仏
教
の
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
Ｉ
部
大
脇
醗
之
（
幹
耶
）
他
二
五
名
、
Ⅲ
部
宮

崎
劇
（
幹
馴
）
他
一
六
名

③
活
動
報
告

股
初
に
昨
年
皮
ま
で
の
反
省
及
び
今
年
皮
ゼ
ミ
へ
の
希
剖
を
各
人

に
妃
し
て
頂
き
、
二
回
目
に
そ
れ
を
ま
と
め
て
全
且
に
越
し
て
対

蝋
、
本
年
腿
の
方
針
に
つ
い
て
協
鍍
し
た
。
そ
の
結
果
、
刑
期
は

『
肌
心
覚
夢
抄
」
の
醜
解
を
行
い
、
後
期
に
つ
い
て
は
始
め
に
相
鱗

す
る
こ
と
と
し
た
。
後
期
始
め
の
机
淡
で
も
引
続
い
て
『
観
心
覚
夢

妙
』
を
読
み
錠
け
る
こ
と
と
し
た
。

本
年
度
は
、
「
四
分
安
立
」
の
項
か
ら
銃
み
始
め
た
が
、
十
月
に

入
っ
て
や
っ
と
醜
み
終
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
「
皿
心
覚
夢
妙
』
は
本
年
庇
で
終
了
と
し
た
い
た
め
「
三

類
境
幾
」
以
下
、
主
要
な
甑
句
を
抽
出
し
て
各
人
に
例
当
て
、
そ
の

内
容
の
解
説
を
毎
時
Ⅲ
一
名
宛
行
っ
て
頂
き
な
が
ら
、
他
方
、
覗
要

な
箇
所
を
指
定
し
て
読
解
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
唯
識
と
い
う
考
え

方
自
体
が
常
数
を
離
れ
て
い
る
点
が
あ
る
た
め
、
な
か
な
か
そ
の
本

幾
を
理
解
し
難
い
点
が
あ
り
、
同
じ
こ
と
を
何
回
も
説
明
せ
ざ
る
を

郷
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
遅
々
と
し
て
地
ま
な
か
っ
た
が
、
そ
の

思
想
の
概
要
は
把
握
し
て
も
ら
え
た
よ
う
に
思
う
。

卒
業
證
文
に
つ
い
て
、
そ
の
考
え
方
書
き
方
の
要
点
を
プ
リ
ン
ト

し
て
配
布
し
、
年
度
始
め
に
錯
皿
及
び
研
究
避
本
方
針
の
提
出
を
求

め
て
崎
評
し
、
十
月
、
十
一
月
と
中
川
発
汲
を
さ
せ
、
質
疑
・
玲
評
・

指
導
を
行
っ
た
。

例
年
の
よ
う
に
春
秋
に
来
京
近
郊
へ
の
ゼ
ミ
旅
行
、
九
月
に
奈
良

へ
の
二
泊
三
日
の
研
究
旅
行
を
行
っ
た
。
春
・
秋
の
旅
行
は
日
通
関

係
を
主
と
し
、
赤
は
触
倉
で
日
麺
辻
説
法
の
跡
・
本
覚
寺
・
妙
本

寺
・
安
国
強
寺
・
刷
口
寺
・
光
則
寺
、
秋
に
は
中
山
の
法
錐
経
寺
を

幼
れ
て
、
日
迦
の
苦
難
の
一
生
を
偲
び
。
ま
た
隙
沢
の
遊
行
寺
の
一
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河
村
孝
照

仏
教
学
演
習
１
朝
識

川
テ
ー
マ
「
犬
台
四
教
脳
の
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
笠
井
文
雄
（
幹
邪
）
他
一
九
名

③
活
動
報
告

川
口
其
大
猫
『
天
台
四
教
儀
』
（
山
蒋
叫
）
を
テ
キ
ス
ト
に
川
い
、

次
の
よ
う
な
発
表
形
式
を
と
っ
た
。
授
業
の
始
め
に
、
そ
の
日
の
該

当
部
分
を
、
Ｔ
Ａ
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
テ
キ
ス
ト
の
糸
晄
を
し
、

漢
文
ロ
洲
に
俄
れ
さ
せ
る
。
次
に
担
当
者
二
名
が
発
汲
す
る
。
発
没

者
は
、
予
め
割
当
て
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
、
円
読
み
、
②
調
べ
た
語

駅
を
発
汲
し
、
“
洲
べ
た
際
に
不
川
な
と
こ
ろ
を
指
緬
し
て
、
発
没

が
終
わ
る
。
学
生
川
の
圃
疑
応
答
の
後
、
教
師
が
鋼
評
し
、
脚
皮
仏

教
全
体
と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
な
が
ら
．
テ
キ
ス
ト
を
説
岨
し
て
終

わ
る
。

割
当
て
ら
れ
た
学
生
は
．
語
句
の
解
釈
を
熱
心
に
行
な
っ
て
き

シ
火
の
儀
式
に
参
紺
し
て
、
荘
厳
に
神
妙
な
念
仏
の
雰
囲
気
を
味
わ

い
、
吐
算
の
お
礼
を
耐
い
た
。

奈
良
は
、
「
観
心
党
夢
抄
」
の
荘
者
良
迫
の
関
係
寺
院
を
主
と
し
、

興
柵
寺
・
獅
日
大
社
・
般
悲
寺
・
火
大
寺
知
足
院
・
白
老
寺
・
折
薬

師
寺
・
竹
林
寺
な
ど
を
鋤
れ
、
良
迎
の
思
衆
と
坐
柳
の
跡
を
偲
び
、

ま
た
奈
良
仏
教
の
昔
を
考
え
、
現
在
に
感
慨
一
入
な
る
も
の
が
あ
っ

た
。

た
。
し
か
も
爪
嬰
な
点
は
、
一
つ
の
鵜
に
い
く
つ
か
の
解
釈
が
あ

り
、
ま
た
仏
教
辞
典
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
解
駅
の
あ
る
と
こ
ろ
を

す
べ
て
列
挙
し
、
そ
の
中
で
ど
の
解
釈
を
と
る
か
、
と
い
う
作
業
を

も
っ
て
進
め
た
こ
と
は
、
仏
典
学
習
上
き
わ
め
て
適
切
な
方
法
で
あ

っ
た
。
Ｔ
Ａ
の
折
導
も
適
切
で
あ
っ
た
。

仏
教
学
演
習
３
白
山
Ⅱ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
阿
児
述
曙
魁
想
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
川
中
敏
（
幹
耶
）
他
四
翁

③
活
動
報
告

冠
鄭
似
舎
崎
「
智
品
」
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
。
智
怨
を
放
接
対
象

と
し
た
研
究
は
、
し
ば
ら
く
学
界
の
没
に
は
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
｜

川
崎
慌
定
将
士
の
二
切
智
思
想
の
研
究
』
が
世
に
出
て
、
し
か
も
釦

受
笈
の
対
象
と
な
っ
た
一
」
と
か
ら
、
将
品
を
と
り
あ
げ
て
研
究
対
象
一

と
し
た
。
ゼ
ミ
の
池
め
方
は
、
河
村
が
肌
合
論
を
仮
称
し
、
冠
導
水

に
よ
る
注
解
を
ベ
ー
ス
に
し
て
注
釈
を
つ
け
、
学
生
は
個
々
に
其
諦

択
と
の
対
照
、
梵
木
と
の
対
照
、
西
蔵
本
と
の
対
剛
を
火
施
し
て
、

牧
師
と
学
生
と
の
面
疑
応
答
を
も
っ
て
進
め
た
。
学
生
と
の
共
同
作

業
方
式
を
一
年
間
進
め
る
と
卒
論
に
お
い
て
、
梵
木
、
西
蔵
本
を
自

分
で
翻
択
し
な
が
ら
鐡
文
作
製
に
あ
た
っ
た
学
生
も
出
て
き
て
お
り

（
Ⅱ
部
も
同
様
）
、
学
習
の
成
果
は
ひ
と
ま
ず
所
期
の
目
的
を
逸
し
た

と
蒲
え
よ
う
。

仏
教
学
演
習
３
白
山
Ⅱ
部

⑪
テ
ー
マ
「
阿
幽
述
醗
鯉
想
研
究
」



笠
井
瓜

仏
教
学
演
習
４
白
山
部

⑪
テ
ー
マ
「
正
法
眼
蔵
講
読
」

②
メ
ン
バ
ー
血
花
純
孝
（
枠
邪
）
他
二
菰
名

③
活
動
報
告

逆
元
の
主
署
「
正
法
眼
蔵
」
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
元
の
魁

似
内
群
を
理
解
す
る
こ
と
を
Ⅱ
的
と
す
る
。
そ
れ
に
雄
づ
い
て
、
近

元
の
印
哩
・
中
国
・
日
本
仏
教
思
想
史
上
に
お
け
る
位
肚
づ
け
を

し
、
ま
た
近
元
と
同
時
代
の
新
旧
日
本
仏
教
思
想
と
の
比
校
を
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
把
握
す
る
。
型
に
恕
想
系
騎
・
魁
想
形
態

②
メ
ン
バ
ー
側
熾
宏
（
枠
ｗ
）
他
三
堵

③
活
動
報
告

阿
児
述
鵬
肌
合
論
「
根
木
飾
二
」
を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
。
本
年
皮

は
阿
蝿
述
磨
思
想
中
、
因
果
諭
、
な
か
で
も
六
因
五
染
四
緑
鐺
を
と

り
あ
げ
た
。
発
表
を
割
当
て
ら
れ
た
学
生
は
冠
導
供
舎
諭
に
よ
っ
て

発
淡
し
、
そ
の
後
、
学
生
か
ら
賛
川
す
る
と
い
う
形
式
で
あ
る
。
冠

導
水
の
注
釈
は
ほ
と
ん
ど
「
国
訳
一
切
軽
』
（
大
東
出
版
社
）
毘
曇
部

第
二
五
港
の
供
舎
論
の
脚
注
に
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
．
か
つ
本
餌
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
も
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
阿
択
を
も
参
考
と
し
な

が
ら
進
め
て
い
っ
た
。

学
生
が
意
欲
的
に
取
細
ん
だ
の
で
、
学
Ｗ
態
匹
の
上
で
満
足
の
い

く
ゼ
ミ
で
あ
っ
た
。

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
演
習
４
白
山
Ｉ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
関
野
勉
（
幹
聯
、
三
年
）
他
三
年
生
九
名
、
四
年

生
八
鑑
。

③
活
動
翻
告

を
巽
に
す
る
西
洋
の
哲
学
・
宗
教
思
想
と
の
対
比
を
す
る
。
以
上
の

こ
と
を
考
幽
し
つ
つ
、
本
年
皮
は
．
「
現
成
公
案
〒
「
光
明
」
・
「
生

死
」
の
巻
な
ど
を
、
学
生
中
心
に
伯
稀
で
研
究
発
没
を
し
て
、
碇

問
・
討
請
を
し
た
。

仏
教
学
演
習
４
白
山
Ⅲ
部

Ⅲ
テ
ー
ー
・
「
正
法
服
蔵
鋼
洸
」

②
メ
ン
バ
ー
宮
下
浩
二
（
幹
那
）
他
一
七
鶚

③
活
動
報
告

近
元
の
主
藩
「
正
法
眼
蔵
」
を
雄
ん
で
、
そ
の
思
想
内
容
を
理
解

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
に
韮
づ
い
て
近
元
の
仏
教
思
想

虫
上
に
お
け
る
位
脳
づ
け
を
し
て
、
地
元
仏
法
の
特
色
を
把
握
す

る
。
更
に
系
統
と
形
態
が
異
な
る
西
洋
の
哲
学
・
宗
教
思
想
と
の
対

比
を
試
み
て
、
そ
れ
ら
の
特
徴
を
探
求
す
る
。
以
上
を
目
標
に
、
本

年
庇
は
、
「
弁
竝
緒
」
・
「
現
成
公
案
」
・
「
生
死
」
そ
の
他
の
巻
を
小

心
に
、
学
生
自
身
が
研
究
し
て
償
呑
制
で
発
衷
を
し
て
進
め
て
行
っ

た
。
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主
と
し
て
広
幾
の
北
イ
ン
ド
に
お
い
て
一
五
’
一
六
世
紀
に
民
衆

思
恕
と
し
て
結
実
す
る
パ
ク
テ
ィ
（
伯
愛
・
帰
依
）
の
宗
敬
凪
想
の

遠
灘
を
、
一
○
世
紀
こ
ろ
成
立
の
ス
ー
ガ
ヴ
ァ
タ
・
プ
ラ
ー
ナ
」

に
求
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
央
体
的
に
は
本
プ
ラ
ー
ナ
の
「
ラ

ー
サ
の
五
瀬
」
を
昨
年
庇
に
引
続
き
、
受
鯛
生
に
分
担
し
て
も
ら
い

文
法
的
に
謙
細
な
魏
解
作
業
を
地
め
た
。
こ
の
作
業
の
過
程
で
耐
婆

な
術
舗
と
そ
の
辿
想
史
的
行
跳
を
担
当
教
風
が
説
明
を
而
皿
に
加
え

参
考
文
献
の
紹
介
等
を
行
っ
て
い
っ
た
。
前
期
終
了
時
期
よ
り
卒
業

鐡
文
の
中
川
発
表
を
ほ
ぼ
各
迎
ご
と
に
並
行
し
て
行
っ
た
。
論
文
の

テ
ー
マ
が
棟
々
な
分
野
に
わ
た
り
こ
れ
ま
で
の
紹
介
も
少
な
い
せ
い

か
、
質
疑
応
答
は
あ
ま
り
活
発
で
な
か
っ
た
。
た
だ
し
Ｐ
諭
文
の
テ

ー
マ
は
、
開
拓
的
な
意
欲
に
満
ち
た
も
の
だ
っ
た
と
思
う
。

イ
ン
ド
哲
学
演
習
３
白
山
Ⅱ
部

Ⅲ
テ
ー
マ
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
研
究
」

②
メ
ン
バ
ー
伊
藤
周
太
（
幹
駆
、
三
年
）
他
二
年
生
八
名
、
三
年

生
五
名
、
卒
董
執
筆
者
一
名
。

③
活
動
報
告

Ｉ
部
に
同
じ
。
前
期
初
め
こ
ろ
に
は
担
当
教
員
が
、
プ
リ
ン
ト
を

配
布
し
て
新
人
ゼ
ミ
生
を
対
象
に
、
簡
単
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
史

を
解
説
し
た
。
そ
の
後
『
パ
ー
ガ
ヴ
ァ
タ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
の
銃
解
作

業
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
謡
学
力
不
足
に
よ
り
あ
ま
り
地
ま
な
か
っ

た
。
原
典
魂
解
作
業
と
同
時
に
、
主
に
和
文
研
究
森
コ
ピ
ー
を
配
布

し
、
分
担
者
に
レ
ジ
ニ
メ
作
成
・
発
誕
を
行
っ
て
も
ら
い
ゼ
ミ
テ
ー

金
子
芳
夫

イ
ン
ド
哲
学
演
習
２
白
山
Ⅱ
部

Ⅱ
テ
Ｉ
マ
「
仏
教
に
お
け
る
心
の
問
題
」

②
メ
ン
バ
ー
伸
辿
理
子
、
明
石
蹄
絵
（
幹
那
）
他
二
名

③
活
動
報
告

ゼ
ミ
の
年
川
授
業
内
容
は
、
初
期
大
乗
仏
教
の
中
観
思
想
を
学
ぶ

た
め
に
、
竜
樹
適
「
廻
岬
鐺
（
ご
荷
国
富
ご
園
ぐ
②
『
冒
昌
）
」
を
テ
キ

ス
ト
に
原
典
説
説
を
行
っ
た
。
本
菖
諜
に
は
、
梵
語
の
ほ
か
批
択
。

西
蔵
択
も
現
存
す
る
の
で
、
併
せ
て
蹄
訳
の
比
校
と
い
う
視
点
で
柧

習
を
す
す
め
た
。
そ
の
他
、
卒
業
笛
文
の
中
川
報
告
並
び
に
個
人
面

接
を
実
施
し
た
。

慨
略
を
示
す
と
、
竜
樹
の
伝
記
と
著
作
、
竜
樹
以
降
の
中
観
派
の

流
れ
な
ど
の
鋼
義
に
引
き
続
き
、
メ
ン
バ
ー
の
担
当
者
に
よ
る
テ
キ

ス
ト
演
習
に
入
っ
た
。
特
に
後
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
本
ゼ
ミ
の
榊

成
メ
ン
バ
ー
の
大
半
が
卒
業
麓
文
作
成
に
取
り
掛
か
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
萱
文
の
書
き
方
な
ど
の
指
導
に
当
て
た
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
っ
た
。

尚
、
授
業
の
一
環
と
し
て
Ⅲ
期
休
暇
中
（
九
月
二
１
四
日
の
二
泊

三
日
）
に
、
和
歌
山
県
の
熊
野
古
通
約
四
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
踏

破
、
古
来
日
本
人
に
趣
し
ま
れ
た
熊
野
参
論
の
体
験
学
習
を
実
施
し

た
。 マ
の
内
容
理
解
と
卒
翁
単
価
の
促
進
を
図
っ
た
。
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Ａ
ｌ
邪
Ｖ

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
識
説

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
川
批

仏
教
学
概
諭

イ
ン
ド
米
教
火

中
国
教
仏
史

ｎ
本
仏
教
史

宗
教
学
概
論

イ
ン
ド
竹
学
特
鯛
Ｉ

イ
ン
ド
哲
学
特
調
Ⅱ

イ
ン
ド
低
学
特
蝿
Ⅲ

卒
業
論
文

イ
ン
ド
低
学
油
翻
Ｉ

イ
ン
ド
哲
学
抗
習
Ｉ

イ
ン
ド
哲
学
波
押
Ｉ
（
椰
繊
）

仏
教
学
波
習
Ｉ

仏
教
学
批
判
Ｉ

イ
ン
ド
哲
学
演
習
Ⅱ
．
Ⅲ

イ
ン
ド
櫛
学
批
判
Ⅱ
。
Ⅲ

イ
ン
ド
哲
学
櫨
習
Ⅱ
．
Ⅲ

平
成
六
年
度
朋
瞭
科
目

選避選選選遮退避必必必必必必必必必必必
必必必必必必必必修悠修惟修修蜂修修僅僅

白白白帆朝白期＃ｌ白Ｉヨ白Ｉ:Ｉ白帆朝ｉ１１期帆朝
ｌＩＩＩｌｌｌＩＩ鯉霞１１１置匝ＩＩｌｌＩｌｌＩｌＩｌＩｕＩ種種種種腫穫

森鰍Ｍ剛|繩ｉｆⅢ鰍'1|郷森澱
幽

漱茂孝ｉｉｌｉｊｉａＩﾘｊ義泰兇徳蕊蹴ｍｉｌｉｉＩ
司兄乞樹照、と格宝又元貞祐雄元司子子

イ
ン
ド
哲
学
批
判
Ⅱ
。
Ⅲ

イ
ン
ド
哲
学
波
脚
Ⅱ
（
再
脳
）

仏
教
学
菰
習
Ⅲ
．
Ⅲ

仏
敬
学
波
習
Ⅱ
。
Ⅲ

仏
教
学
波
習
Ⅲ
．
Ⅲ

仏
牧
学
波
習
Ⅲ
。
Ⅲ

パ
ー
リ
文
献
調
説

仏
教
洩
文
鯛
雄

法
錐
経
学
概
説

柳
学
概
説

チ
ベ
ッ
ト
文
献
辨
統

浄
土
学
概
説

密
教
学
概
説

イ
ン
ド
美
術

宗
教
学

瀧
敬
学

八
Ⅱ
部
Ｖ

仏
数
学
概
燭

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
識
謎

イ
ン
ド
宗
教
史

中
国
仏
教
史

日
本
仏
敦
史

卒
業
鏡
文

必必必必必必
修修修悠悠帳

人人選選選選選選選選選選選選選逸
文文択択択択択択択択必必必必必必

白白Ｉ:ｌ白白白
lｌＩＩｈｌｌＩｌＩＩＩＩＩｌｈ

棚馴白白白白白白白白１４１白白白白ｌ皆
硬直ｌｈｌｌＩ山山ｌＩＩＩＩＩＩｌｌｌｌｌＩＩｌｌＩｌＩｌｌｌｌｌｌＩｌＩｌ

Ｈ１型鵬波漁
村地水辺

橋
本
繋
元

中
山
折
川

里
道
徳
雄

田
村
処
祐

河
村
孝
照

笠
井
血

（
体
調
）

進
藤
英
幸

（
体
調
）

Ⅲ
道
徳
雄

金
子
英
一

（
休
溺
）

金
岡
秀
友

（
休
戦
）

蛎
井
瓜

波
辺
埖
悟兄徳恭祁莱

祐雄元子司
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八

大宗パイ沖法密チ仏神仏仏仏仏仏イイイイイイイイ
学教Ｉン上雄教べ教学敬教教敬教ンンンンンンンン
洗学リド学経学ツ瀧概学学学学学ドドドドドドドド

ｖボポ鰯繊籔鋭聯鰄蝿鰹鰹鰹鰹
鋼鑓献晄ＩＩＩＩＩ菰ｉｉｉｉｉｉｉｊｉｉｉｉｉｉ特特待
，Mｉ識・・・・・ｉｗ習習稗刊鋼』川識

説ｌＩＩ１［ⅡⅡ【ＩＩＩＩｍ１［Ｉ
■●●｡●｡●ｃｃＣ

ＵｌｌＨＩＩＩｍＩⅡ１１］［】ＩⅡ］［
￣、

●｡●■●

１１１mｍＩＩＩｍｌＩＩ
Ｈｕへ
、－ザ

１１リ
胆
～ず

人ｉｉｉ選避退避選避選避選避選避選選選選選必必必
又’１（択１１（択択択択択必必必必必必必必必必修修修

白白白白白白白白白白白１４１白白白白白白ｌヨ白ＩＬｌ白
ＩＩＩＩＩｌＩｌｌＩＩｌＩＩＩＩｌＩ山ＩＩＩＩＩｌＩＩＩＩｈｌＩＩＩｌＩｌＩＩＩＩＩＩＩ」ＩＩＩＩＩＩｌＩＩ山１１１１１１

其
梨
弘
宗

金
子
芳
夫

由
木
義
文

折
水
乞

企
子
芳
夫

橿
木
繋
元

森
離
司

其
梨
弘
宗

皿
近
撞
雄

田
村
兇
祐

河
村
孝
照

笠
井
貞

真
梨
弘
氷

（
休
講
）

（
休
鋼
）

（
休
識
）

川
Ⅲ
茂
樹

河
村
孝
照

五
十
幽
明
宝

荊
水
乞

布
上
和
敬

渡
辺
瀧
悟

印
腿
哲
学
持
論
（
イ
ン
ド
浄
土
想
想
の
研
究
）

藤
田
宏
逮

印
瓜
哲
学
批
判
Ｉ
・
印
庇
低
学
特
殊
研
究
Ｉ

（
仏
本
行
染
織
研
究
）

金
岡
秀
友

印
Ⅸ
哲
学
批
判
肌
・
印
艇
哲
学
研
究
指
導
Ｉ

（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
統
語
論
の
研
究
ｌ
⑫
】
且
一
一
冒
国
冨
巨
曰
巨
昌
・

宍
坤
『
亜
冨
冨
『
毎
量
目
を
中
心
と
し
た
【
帥
『
色
百
理
鎗
）
禰
沼
兇

仏
教
学
持
論
Ｉ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ

今
十
不
二
Ⅲ
指
婆
抄
』
研
究
）

河
村
孝
照

仏
教
学
特
論
Ⅲ
。
即
Ⅲ
哲
学
研
究
脂
導
Ⅳ

（
。
一
二
回
目
の
研
究
Ｉ
の
堂
］
】
冒
曽
ョ
山
一
帥
を
中
心
と
し
て
）油
水
乞

仏
教
学
特
講
Ⅲ

（
柳
宗
語
録
の
研
究
１
１
㎡
蝿
断
際
抑
師
伝
心
法
要
）

Ｉ

里
近
徳
雄

仏
教
学
批
判
Ｉ
（
正
法
眼
蔵
鋼
醜
）

篭
井
瓜

仏
教
学
波
習
Ⅱ
．
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ

含
法
鮒
玄
錠
」
の
研
究
）

川
村
兇
祐

仏
教
学
祇
習
Ⅳ
会
四
分
律
行
耶
抄
」
の
研
究
）
森
瀬
司

印
皮
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
印
皮
桁
学
研
究
脂
導
Ｉ

（
イ
ン
ド
学
の
諸
問
題
）

蒲
沼
兄

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
仏
数
学
研
究
指
郡
Ⅱ

（
天
台
教
学
の
研
究
）

田
村
兇
祐
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Ａ
Ｉ
部
ｖ

君
囲
光
紀
抑
蔵
に
お
け
る
因
縁
弾
の
研
究

後
上
英
人
巾
観
派
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

大
豆
生
田
幸
雄
鈴
木
正
三
の
研
究

野
村
祐
一
映
像
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
映
画
と
教
化
、
布
教
活
助

駒
木
根
敬
鍵
倉
新
仏
教
成
立
の
綱
成
要
粥

上
田
緋
司
鈴
木
正
三
の
思
想
に
つ
い
て
の
考
察

中
村
成
利
不
動
明
王
個
仰
に
お
け
る
山
脇
個
仰
の
現
代
性
の
研
究

高
木
孝
一
Ｅ
リ
ズ
ム
と
仏
教

玉
川
明
日
香
逝
元
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
生
死
観
と
時
間
に
つ
い
て
の
考

察
１
人
川
は
神
に
な
れ
な
い
ｌ

疋
田
宜
子
律
蔵
に
お
け
る
比
丘
尼
ｌ
そ
の
非
梵
行
を
中
心
と
し
て

の
考
察
ｌ

河
原
聡
美
ｚ
帥
二
流
に
見
る
禁
忌
侵
犯
に
つ
い
て

立
花
純
孝
適
元
の
生
涯
と
理
想
と
し
た
正
法
Ｉ
特
に
著
作
中
に
み

ら
れ
る
仏
法
の
理
想
像
に
つ
い
て
の
一
考
察
ｌ

大
脇
醗
之
天
台
大
師
智
孤
の
教
相
判
釈
瞼
Ｉ
智
鋤
の
浬
繋
経
観
ｌ

松
木
美
秘
南
胸
部
洲
と
そ
こ
に
流
れ
る
時
間

赤
羽
徳
彦
破
我
品
に
於
け
る
勝
錆
の
有
我
説
に
つ
い
て

村
上
純
子
ミ
ー
ラ
ー
・
パ
ー
イ
ー
に
お
け
る
ク
リ
シ
ュ
ナ
識
歌
と

平
成
六
年
度
卒
業
瞼
文

現
実
の
関
係

久
利
衆
生
草
創
期
金
剛
三
昧
院
の
研
究
ｌ
朋
山
行
期
を
中
心
と
し

て
Ｉ

木
村
昌
悟
黄
藥
の
施
餓
鬼

滴
野
歩
「
大
乗
阿
見
述
磨
維
梨
論
」
に
於
け
る
心
所
考
察

消
野
亮
一
正
法
眼
蔵
に
お
け
る
身
心
脱
落

小
林
健
一
週
上
人
と
踊
り
念
仏
ｌ
時
代
背
鉦
の
中
の
踊
り
念

仏
ｌ

櫛
下
町
瑞
希
カ
ー
タ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
お
け
る
他
界
観

李
住
井
上
円
了
に
お
け
る
仏
教
の
哲
学
再
榊
築
と
そ
の
限
界

弧
直
子
「
ダ
ン
マ
パ
ダ
」
に
お
け
る
自
己
砿
立

椎
名
真
義
「
パ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
に
お
け
る
圏
冒
目
風
圏

石
川
啓
治
良
週
の
三
性
三
無
性
ｌ
『
観
心
覚
夢
妙
』
を
中
心
に
し

て
ｌ

小
林
式
サ
ー
ン
ク
ャ
・
カ
ー
リ
カ
ー
に
お
け
る
ト
リ
グ
ナ
の
研

究

安
臓
禎
新
駈
元
暁
の
伝
妃
と
思
想
Ｉ
そ
の
成
立
に
つ
い
て
１

大
楢
絵
理
子
「
正
法
眼
蔵
」
に
お
け
る
自
然
観
と
仏
性
に
つ
い
て

山
崎
其
智
道
教
と
ナ
ー
ト
派
の
不
死
性
の
独
得
に
お
け
る
翻
似
性

に
つ
い
て

大
成
友
果
言
葉
と
認
識
ｌ
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
に
お
け
る
言
語

の
捉
え
方
ｌ

坂
木
他
一
部
族
傭
仰
の
趣
的
存
在
の
役
制
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木
波
秀
剛

南中加大鈴有根密平古
條村１１１鮫木質木木杯川

折
井
尚
恋

其
蒋
志
蚊

南
雲
正
行

山
鳥
あ
お
い

村
田
呑
奈
恋

南千
蕊

雅イｉ
－ＩＭ１

和英雅雄繋繭幹其
努巳之大樹吉諭襲雄弓

鈴
木
正
三
と
仁
王
禅

風
狂
の
思
想
Ｉ
一
体
の
場
合
Ｉ

イ
ン
ド
神
話
と
伯
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
労
察

水
郷
画
と
柳
ｌ
と
く
に
離
村
川
継
に
つ
い
て
１

割
代
に
お
け
る
坐
禅

仏
教
に
お
け
る
女
性
差
別
と
逆
元
の
女
性
観

仏
教
菰
弥
山
世
界
の
研
究

珠
我
氏
と
仏
教

「
成
唯
議
論
」
の
認
識
綱
造

園
ョ
欝
冒
釣
に
於
け
る
人
間
観
ｌ
シ
苫
」
ご
苧

冨
且
画
！

「
Ⅱ
本
鑑
出
肥
」
の
中
の
女
性

「
国
国
百
回
圖
圏
ョ
「
冒
迅
己
冒
」
に
お
け
る
五
つ
の
主

要
な
圖
笛

ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
パ
ー
’
一
の
起
源
ｌ
ヤ
ク
シ
ャ
か
ら
菩
薩

へ
ｌ

ク
リ
シ
ュ
ナ
ム
ル
テ
ィ
の
野
作
「
匡
巨
国
軍
：
筥
己

二
】
⑥
晩
一
ｍ
目
冨
旦
量
。
『
］
胃
」
に
お
け
る
教
育
論

『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
」
に
お
け
る
カ
ル
マ
。
ヨ

ー
ガ

川
紹
思
想
の
研
究

適
元
の
生
死
観

ズ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
」
に
お
け
る
理
想
的
な
行

八
Ⅱ
部
Ｖ

小
林
裕
肛

中
山
玄
一

永
井
繁

荒漸奥
川戸野

佐
竹
紐
子

丸
山
直
光

山
木
敏
治

似
川
且
旭

石
井
あ
さ
ぎ

吉森ＩＩｉ
Ｉｌｌ川馬

Ⅱ鯨望
１１が月

未芳慶
来生直

紐樺恭
子一子

紫健
散司司

為宗
教
と
哲
学
者

逆
元
の
「
只
僚
打
坐
」
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て

供
合
諭
に
於
け
る
三
世
火
打
論
争
－
時
川
と
存
在
を
几

つ
め
る
目
差
し
－

現
象
学
と
禅

弘
法
大
師
空
海
の
『
御
泄
告
二
十
五
カ
条
」
に
つ
い
て

如
来
戦
思
想
の
研
究
Ｉ
勝
璽
雛
に
お
け
る
如
来
戦
思
想

に
つ
い
て

源
信
に
お
け
る
念
仏
思
想
ｌ
頑
魯
の
者
の
行
う
念
仏
ｌ

知
識
の
仏
門

仏
伝
に
於
け
る
□
２
畳
皀
冨

現
代
社
会
に
お
け
る
イ
ン
ド
悠
恕

「
供
舎
論
』
に
お
け
る
無
我
の
問
題
Ｉ
楠
子
部
の
プ
ド
ガ

ラ
説
を
め
ぐ
る
論
争
ｌ

ヴ
ァ
ッ
ラ
パ
派
の
ピ
チ
ニ
ワ
ー
イ
ー
に
側
す
る
こ
と

阿
児
述
鵬
肌
合
論
に
お
け
る
六
因
四
緑
論
の
研
究

マ
ハ
ー
パ
ー
ラ
タ
”
ナ
ラ
王
物
語
型
に
お
け
る
ダ
マ
ヤ

ン
テ
ィ
ー
妃
の
描
写

「
不
動
郷
神
抄
録
」
に
お
け
る
主
体
的
立
醐
に
つ
い
て

「
抑
画
」
の
表
象
と
意
味
す
ろ
も
の

近
元
禅
師
の
縁
起
と
実
践
に
つ
い
て
の
一
考
察
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木琳猛熊
村Ｈ１永谷

ｉｉｌｊ
橘

安伊逢鈴土柳
臘膿坂木川制
他
一條弘有ｌＫｌ秀
郎二llIU里城子

谷
道
朝
奨

赤
坂
広
子

仲
辿
班
子

関
武
滋

蒲
沼
忠
行

阿
部
加
奈
子

杉
山
力
山 智児一将

!(ｉ士一八史珊

「
胎
蔵
界
興
茶
腿
騨
位
現
図
抄
私
巻
鰯
ど
の
研
究

丁
ジ
ャ
ン
タ
ー
沿
轍
寺
院
に
側
す
る
レ
ポ
ー
ト

錐
厳
織
・
如
来
性
起
品
に
つ
い
て

密
教
と
現
代
社
金

一
．
供
舎
洽
」
に
お
け
る
十
二
支
繊
起
蜆
に
つ
い
て

国
『
｝
】
罠
’
切
色
ヨ
ヨ
愚
に
お
け
る
く
肝
苣
．
ご
こ
『
巨
魁
・

ョ
労
已
○
四
百

漢
訳
仏
典
に
お
け
る
ダ
キ
一
一
の
諦
棚

自
他
一
体
の
思
想
に
つ
い
て
Ｉ
「
慈
墾
短
廊
法
語
」
「
秘

密
安
心
又
略
』
を
も
と
に
ｌ

く
。
恩
額
昌
国
ヨ
ー
ガ
機
本
数
（
蝿
）
典
の
研
究

理
趣
繩
に
つ
い
て
１
大
楽
思
想
を
中
心
と
し
て
ｌ

弥
助
１
弥
助
を
侭
仰
し
た
人
物
述

稗
製
照
の
夢

耐
伝
大
蔵
繩
に
お
け
る
牛
の
術
側

カ
ー
マ
ス
ー
ト
ラ
に
お
け
る
古
代
イ
ン
ド
の
芸
術
肌

Ｉ
倒
芸
に
つ
い
て
－

尼
総
持
の
研
究

女
人
往
生
川
井
の
研
究

刷
魔
の
変
辺

阿
毘
連
醗
肌
舎
冷
に
謹
か
れ
る
木
麺
の
比
皎
研
究
（
界

品
・
扱
品
）

柳
を
理
代
に
考
え
る
Ｉ
こ
の
先
の
内
分
に
生
か
す
た
め

U］畑本昏立河大大
打添多川ｉｉｉＩＭｊｉｉＭｌ灯

・
１
１

Ⅱ
Ⅱ
パ

ー

商吉宮藤漕窩平
）|；成下而姉崎林

細迎ＩｌＩ
ＩｌｌＫｉ

ｆ１ｉ雄忠武ＭｊＩＭｉＩｌＩＩ
絵二利燭修滋一弘

孝瀧肌
光元二血剛迦美

iI2II!（文
人織太

こ
’

空
海
の
典
（
側
憎
孜
に
つ
い
て
ｌ
「
十
位
心
諭
」
に
お
け

る
英
詩
観
－

中
国
仏
教
に
お
け
る
肉
食
の
形
成
過
程

こ
こ
ろ
を
み
る
ｌ
唯
鐡
的
壮
も
の
の
考
え
方
ｌ

肌
合
鏑
に
於
け
る
九
十
八
随
眠
の
研
究

大
乗
戒
悩
独
立
の
原
因

蓮
如
「
本
願
寺
教
団
の
成
立
と
台
頭
へ
の
道
程
」

仏
教
の
男
女
隔
差
ｌ
仏
弟
子
の
生
活
か
ら
の
考
察
’

十
牛
図
ｌ
迷
・
僻
の
分
岐
点
Ｉ

ヨ
ー
ガ
・
シ
ャ
ク
カ
に
お
け
る
イ
ン
ド
伝
銃
医
学
に
つ

い
て
ｌ
ア
ー
ュ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
を
辺
じ
て
ｌ

日
本
仏
教
に
お
け
る
女
性
鑑
別

不
殺
生
成
の
研
究

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
澁
騎
に
於
け
る
層
冒
の
航
分

Ｉ
爵
且
】
国
『
帥
言
説
を
中
心
と
し
て
Ｉ

リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
の
神
々

戒
体
思
想
に
つ
い
て

唯
戯
の
川
本
化
Ｉ
良
迫
の
思
想
ｌ

「
飲
拠
抄
』
に
つ
い
て

「
正
法
服
蔵
』
に
於
け
る
存
在
の
研
究

仏
教
に
お
け
る
生
死
に
つ
い
て

内
山
低
茄
と
そ
の
型
想
の
到
述
点
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大
学
院
修
士
騰
文

海
山
佳
代
中
国
初
期
抑
思
想
の
研
究

中
根
洋
雅
パ
ル
ト
リ
ハ
リ
の
言
語
哲
学
研
究
Ｉ
ご
騨
冒
冨
昌
富

鉱
一
章
印
国
『
■
］
』
冒
鳥
営
含
を
中
心
と
し
て
Ｉ

梁
錦
屏
原
始
仏
教
に
お
け
る
「
自
浄
拠
窓
」

鈴砂高
木川杉

灘ｉｔ（純
ＩＨＩ舷子

Ⅲ
本
人
の
Ⅱ
常
生
活
と
仏
教

初
期
再
三
翁
に
つ
い
て

古
代
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
、
四
声
雷
辿
築
と
倣
仰
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